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     痛み（症状）の緩和方法 


    助言

    

  
  がんによって起こる痛みに対して、さまざまな薬が用いられるようになってきています。飲み薬を基本として、貼り薬、坐薬、点滴、注射など、いろいろな薬があり、体の状態に合わせて使うことができます。
痛みをやわらげる薬として代表的なものはモルヒネがあげられます。モルヒネは今では手術後の痛みをやわらげる際にも使われ、担当医の指示に従って用いれば、安全で効果的な薬です。
これら、がんが原因となる痛みをやわらげる治療の基本となるのが、[WHO方式がん疼痛治療法]です。WHO方式がん疼痛治療法は、時間を決めて、痛みの強さに応じた薬を飲むことを基本とする治療法です。適切に実施すれば、8割から9割の患者さんで、がんの痛みをとることができると言われています。
大切なことは、あなた自身が我慢しないで、痛いところ、つらいところを周囲にきちんと伝えることです。患者さん自身も、緩和ケアのための大切なチームの一員です。周囲に伝えることで、あなたの周囲の人々は、あなたと一緒にその苦痛やつらさをやわらげるための方法を考えていくことができます。
『国立がん研究センター　がん情報サービス』は、国立がん研究センターが運営するがんに関する[確かな情報（信頼できる情報）]を提供するサイトです。がんの部位や診断名による解説、診断や治療などの確かな（信頼できる）情報、また、生活や療養に関する情報、制度やサービスに関する情報、『地域のがん情報』では、都道府県別のがんに関連した情報へのリンクなどがあります。また、『緩和ケア.net』というサイトでは、患者さん、ご家族、一般市民の方向けに、がんによるさまざまなつらさをやわらげる[緩和ケア]に関する情報が掲載されており、痛みや痛み以外の症状などに関する治療やケアに関する情報も掲載されています。
（最終更新日　2024年6月10日）
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